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促進しているが、今回のシンポジウムは、 「国際化とは距離があると思われがちな法律学がどのようにグローバル化に貢献できるかを考える機会を提供したもの」 （本シンポジウムを紹介した『大學新聞』一三八号の評価）であると同時に、法律学というものの本来目的とすべき ころは、世の中の様々な集団における人々の幸福の実現 り、それは本学が二〇一六年四月に新 く発表した、 「世界の幸せ カタチにする」というブランドステートメントにもしっかりとつながる なのである、ということを明らかにするメッセージを込めて企画されていた（ちなみ 、既 前掲『 一世紀の資金調達と民事法の役割』のシンポジウムポスターでも、「平成
26年
4月開設の武蔵野大学法学部は、 「新時代を拓く法学部」を標榜して、ビジネス志向と公務員・資格









































アによる法教育支援事業が存在してきたことがまず知られるべきであろう。そしてその実践と展開の中に、カンボジアの人々の戦禍からの立ち直りとともに 方的な支援から相互の共生へという方向が見て取れるか、あるいはなおそこまでの進展には至っ いないのか、というあたりの問題が浮き彫りにされてくるのである。フロアから頂戴した、他大学研究者 ご意見も貴重なも であった。　
最後に、本学副学長（当時） ・政治経済研究所所長（当時）の中村孝文教授から閉会挨拶があり、一三時か
ら一七時まで四時間にわたって開催された本シンポジウムは、盛会の裡に終了 。　
なお、本シンポジウムの模様は、二〇一六年一二月発刊の『大学新聞』一三八号で報道され、また概要は本
学『政治経済研究所通信』一七号（二〇一七年二月）に紹介されている。
